






 

小児の言語発達遅滞に対する関心の高まりと共に,その原因としての聴力障害の存在と早

期教育の重要性が認識されるようになってきた。このような小児は従来,主として 3才児健

診でチェックの対象となっていたが,最近では6ヶ月健診,さらには3ヶ月健診で,音に対す

る反応の鈍さから精密健診の対象として専門施設に紹介されることが多くなってきた。こ

のような乳児の実態について調べ,治療,教育の指針としたいと考えて調査を行なった。 


